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　消防技術の訓練成果を競う第25回奈良県消
防操法大会が８月21日、天理市の天理教北大
路乗降場において開催されました。
　天川村消防団は、午後の小型ポンプ操法の部
に出場し、惜しくも優勝は逃しましたが、日頃
の訓練の成果を存分に出し切り、健闘しまし
た。
　４月から４ヶ月にわたり、消防署教官のご指
導のもと、操作員６人で団結し厳しい訓練を受
けた経験は、操作員にとって一生の宝物になっ
たことと思います。
　これからは、それぞれの分団へ戻り、操法大
会を通じて培った技術と精神力、団員同士の固
い絆を消防団活動へ引き継いでくれることと思
います。
　応援していただいた村民の皆様、ありがとう
ございました。また、操法大会の趣旨にご理解
をいただいた事業所、ご家族の皆様には厚くお
礼を申し上げます。

操法大会 解任式
　９月17日、天川村山村開発センターにおい
て、奈良県消防協会吉野支部長ら関係者が見守
るなか奈良県消防操法大会操作員の解任式が行
われました。
　辞令書の交付に続き、吉野支部長から「操法
大会では吉野支部全団員の期待に応えてくれ
た」と労いの言葉をいただきました。

指　揮　者 冨本　将史

１　番　員 根来　一平

２　番　員 小屋　敏典

３　番　員 中森　圭一

補　助　員 松村　昌徳

補　助　員 隅田　順一

奈良県消防操法大会　惜しくも優勝を逃す
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防災 てんかわ
第27回
◆ 土砂災害に備えましょう ◆

　紀伊半島大水害から３年が経過しました。また、今年は広島市をはじめ全国各地で１時間に100ミ
リを超す雨が降り土砂災害が頻発しています。今年の台風が多い季節は過ぎようとしていますが、今
一度、避難所や避難経路、家の周りの危険について見直しをしていただくようお願いします。

◆避難場所・避難経路について
　�　防災マップ（５月初旬に配布）にて避難所、避難経路、避難
経路の安全性についてご確認ください。

◆非常持出袋や家庭での防災備蓄品の確認など
　�　水や食糧などの防災備蓄品の賞味期限等について確認して、
いつ災害が起きても間に合うようにしておきましょう。

◆早めの避難を心がけましょう
　�　川の水位などは、水位計などである程度予測もできますが、
土砂災害はいつ、どのような規模で発生するか予測が難しいた
め、「いつもと違う」など少しでも不安を感じたら、早めに避
難するようにしましょう。

◆情報入手手段について
　�　災害時の避難情報などは、防災行政無線の戸別受信機を主に
お伝えします。雨が降り出したら、テレビやラジオの防災気象
情報に注意してください。また、ご家庭の戸別受信機は、普段
から電池を交換するなど、常に適切な状態に保ってください。

◆家の周りの危険について
　�　家の周りの谷や側溝、排水溝などを点検し、増水した際に側
溝がつまることのないように、その周辺を整理・整頓をしておくようにしましょう。

◆防災情報について
　�　皆様のご家庭でも、次のような防災情報を見ることができます（インターネット環境が必要）
　〇国土交通省 川の防災情報　http://www.river.go.jp/
　　　テレメータ雨量（観測所で実際に観測した雨量）、水位、ダム放流量などがわかります
　〇奈良県土砂災害・防災情報システム　http://www1.nara-saboinfo.jp/
　　　奈良県内の土壌雨量指数（土の中の水分量）や土砂災害警戒情報の発令状況など

　災害時の警戒情報は、主として防災行政無線（戸別受信機）
で伝達します。普段から、乾電池の交換を忘れずに行ってくだ
さい。
　�※長期間にわたり乾電池を入れっぱなしにすると、液漏れ等
による器具の故障の原因になりますので少なくとも１年に１
回は乾電池を交換するようにしましょう。

◆土砂災害に備えましょう

◆防災行政無線 戸別受信機の電池交換を忘れずに！

防災マップ
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　第32回目を迎える「天の川もみじまつり」を、今年は11月８日・９日（土・日）の２日間でイベ
ントを実施いたします。
　内容としましては、ヘリコプター遊覧飛行・ボタン鍋・物産展、無料シャトルバス運行（役場から
北角までのシャトルの他に、洞川温泉バス停から観音峯登山口までのシャトルも運航します）・和太
鼓龍王等による演奏、奈良県教育の日イベント「天川村子ども作品展」を実施する予定です。
　なお、今年は大峯奥駈道が世界遺産に登録されて10周年を迎えることから、記念イベントも併せ
て計画しております。
　イベント当日は、交通規制による道路の一方通行、通行車両増加に伴う交通渋滞などが発生し、住
民の皆様にはご迷惑をおかけしますが、ご理解・ご協力をお願い申し上げます。

　また、実行委員会では「もみじまつり」でのボランティアスタッフを募集いたします。
　毎年大盛況のイベントとなりましたが、実行委員会構成団体の会員数の減少などにより、スタッフ
が不足しております。
　くず湯サービスや駐車場内案内（交代要員）などお手伝いいただける方、どうかご協力をお願いい
たします。（１日だけでもお助けいただければありがたいです。）
　詳しくは、天川村総合案内所（☎63−0999）までお問合せ下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　天の川もみじまつり実行委員会（事務局　天川村総合案内所内）

洞川温泉及び天の川温泉ご利用の場合、各駐車場の駐車
料金は「１時間無料」となります。

10月11日（土）

　※１時間延長：全施設
　　受付は午後８時30分まで（９時閉館）

10月12日（日）
11月 １ 日（土）
11月 ２ 日（日）
11月22日（土）
11月23日（日）

秋の３連休特別営業について

今年は11月８・９日（土・日）に「天の川もみじまつり」を開催！

ボランティアスタッフ募集！

≪10月、11月の予定≫
＊３連休の初日・２日目は「１時間延長」営業

　おひとりでも多くのご利用をお待ちしております！



�

　７月末から恒例の洞川エコミュー
ジアムセンター夏休みの親子向け自
然観察会が行われました。
　７月26日には、テレビで有名な
環境科学博士の谷幸三先生を講師に
迎え、「川の生き物見てみよう！調
べてみよう！」が行われました。参
加した子ども達は、普段見ることの
できない川の生き物に驚きながら
も、一生懸命観察をしていました。
　８月30日には、洞川エコミュー
ジアムセンターパークボランティア
さん12名を講師に迎え、「簡単バ
ームクーヘン作り＆クラフト教室」
が行われました。竹筒を使いバーム
クーヘンを作り、オリジナルのクラ
フトを作ることで、夏休み最後の思
い出を作ることができました。

夏休み親子で挑戦！シリーズ開催結果について

　９月６日（土）森林インストラク
ターの水谷道子先生を講師に迎え
「身近な植物の観察と草木染めに挑
戦」を実施しました。今回の参加者
は全員村内の方ということもあり、
一部内容を変更して草木染め中心の
教室となりました。煮出しや柄つけ
を学んでからそれぞれ実際に染める
バンダナやストールを選び草木染め
に挑戦しました。水谷先生の丁寧な
ご指導に参加者のみなさんも熱心に
取り組まれていました。染め終わっ
たものを広げると十人十色の素敵な
柄や色のバンダナやストールが出来
上がり笑顔と歓声で溢れました。

身近な植物の観察と草木染めに挑戦について

洞川エコミュージアムセンター自然観察会

７月26日　川の生き物見てみよう調べてみよう！

８月30日　簡単バームクーヘン作り＆クラフト教室

身近な植物の説明

草木染め作業

染め出し作業

出来上がった作品
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　お年寄りを敬い、地域社会のために尽くしてこられたご苦労に感謝し、長寿を祝う行事として９月
11日に山村開発センターにおいて、高齢者の皆さまや障害者の方々をお招きして社会福祉大会を開
催し、プロによる演芸などで日頃の労をねぎらいました。
　式典は午前10時30分に開会し、主催者を代表して、森本村長が、「この９月で、台風12号災害か
ら３年が経過いたしました。災害前の状態を取り戻すにはまだまだ時間がかかりますが、国や県そし
て、地域住民の皆様のご協力によりまして、村民の皆様の生活については、ほぼ安定してきたのでは
ないかと考えています。天川村においては、高齢者対策を最も重要な課題であるととらえ、「高齢者
等施策検討委員会」を設置し、保健・医療・福祉についてのアンケート調査を実施し、今後の施策の
参考とすること。また、奈良県と南部の市町村が南和広域医療組合を組織し、屋上にヘリポートを備
えた新しい救急病院を建設中であること。この病院が皆様の身近な病院になるよう、努力いたしま
す。」と挨拶しました。
　このあと長年に亘り社会福祉に貢献されました方に対して村長より表彰状の贈呈がありました。　
表彰を受けられた方は次のとおりです。
◎老人クラブ連合会
　川　合　　森　田　倉　造　様　　　洞　川　　大　西　房　次　様
　沢　原　　片　岡　長　三　様　　　九　尾　　辻　浦　孝　美　様
◎ボランティアやすらぎの会　　　　　中　越　　中　西　隆　司　様
◎ボランティアこまどり　　　　　　　栃　尾　　福　本　由起子　様
　受賞された皆様、おめでとうございます。
　続いて来賓祝辞では、辻　茂村議会議長、大山　敬社会福祉協議会長がお祝いを述べられました。
最後に、森田老人クラブ連合会会長が謝辞を述べられ式典が終わりました。午後には、プロによる演
芸があり、楽しい一時を過ごしていただきました。社会福祉大会にご参加いただきました皆様、あり
がとうございました。健康に気をつけられまして、これからも後輩へのご指導を賜わりますようお願
いします。そして来年もお元気で、この大会にご参加下さることをお待ちしています。

社 会 福 祉 大 会 開 催
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　高齢者の皆さま、ご長寿おめでとうございます。
　９月４日、森本村長が米寿（88歳）の方々の家庭を訪問し、村からのお祝いの品をお届けしてご
長寿をお祝いしました。
　本年、米寿を迎えられる方は（大正15年１月１日から昭和元年12月31日生）15名です。戦前戦
後の日本の混乱期を支えてこられた皆さまに敬意を表すると共に、これからも健康に留意されまして
益々ご活躍いただきますよう、又、人生の経験を生かし後輩をご指導下さいますようお願いいたしま
す。

※　�竹村清士さん（洞川）阪口ヲミヱさん（洞川）辰巳タマノさん（中越）水口カツヱさん（坪内）
松岡君子さん（庵住）佐古むめかさん（塩野）は不在のため、訪問できませんでした。

ご長寿おめでとうございます

（洞川）大西 和枝さん （洞川）久保 雄三郎さん （洞川）橋田 九十子さん

（北角）中山 宗太郎さん （中谷）河北 延子さん （坪内）坂口 薫子さん

（坪内）中谷　志免子さん （広瀬）花谷 アキノさん （塩野）鶴岡　可次子さん
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保 健 事 業 の お 知 ら せ

　精神障害者医療費助成は、これまで精神疾患で決まった病院への通院に限られていましたが、平成26年
10月１日より拡充され、精神疾患以外で医療機関にかかった場合も通院・入院を問わず自己負担分を助成
できるようになりました。利用には申請手続きが必要です。申請手続きはほほえみポート天川内健康福祉課
で行っています。詳しくは下記へお問い合わせ下さい。
対　　象：　精神保健福祉手帳１・２・３級をお持ちの方（※所得要件があります。）

　薬は、私たちの健康に大きく影響するものです。そのため、医薬品については医師や薬剤師などの指示を
守って、正しく使用することが大切です。医師の処方による薬、市販の薬、様々ですが「使用期限」「使用
量」「使用方法」などを守り、使用上の注意を十分に理解しましょう。また、薬品は光や熱などによって品

質の低下を招く恐れがあります。保存方法についても注意が必要です。また複数
の薬を飲む場合、薬同士の相互作用や副作用の心配があります。薬を日ごろから
飲んでいる方は、受診の際には医師に飲んでいる薬について相談する必要があり
ます。
　医薬品を、あなたの健康に十分に役立てるには、あなた自身の注意が必要です。
疑問に思われることは、専門家に是非ご相談下さい。

◆NaRaくすりと健康2014◆
　イオンモール橿原にて、薬の正しい知識の普及などのために下記のイベントが開催されます。
実 施 日：　10月24日（金）〜10月25日（土）
実施場所：　イオンモール橿原　橿原市曲川町７−20−１（JR桜井線金橋駅下車、徒歩10分）
実施内容：　�お薬相談・禁煙相談・健康チェック・薬用植物及び生薬のパネル展示・お薬の選び方について

の紹介など、他多数。

　９月から天川村に住民票のある65歳以上の方を対象に運動機能向上教室・脳のトレーニング教室が始ま
りました。両教室共に、ご参加いただいている皆さんの楽しそうな笑い声が響いています。教室は３月まで
毎週開催していますので、みなさんふるってご参加ください。

☆精神障害者医療費助成制度が拡充されます！

☆脳のトレーニング教室・運動機能向上教室が始まりました！

☆薬と健康の週間　10月17日〜10月23日

◆運動機能向上教室◆
　毎週金曜日10：30〜12：00に、
専門指導員の先生の下、椅子に座っ
た体操やストレッチを行います。
　体調や運動能
力に合わせて参
加できますの
で、安心してご
参加ください。

◆脳のトレーニング教室◆
　週に１回の教室（金曜日）参加と、毎日の自宅教材を
使って、「脳の若返り」を目指します。教室は、お一人

約30分です。使用する教
材は、簡単な計算・読み書
き・数字パズルで、どなた
にも気軽に取り組んで頂け
ます。
※毎月500円必要です。
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☆うさちゃんくらぶのご案内
　お子さま同士の遊び場に、また保護者の方の交流の場に、皆さまのお越しをお待ちしております。
○日　　程・・・10月22日（水）
○会　　場・・・ほほえみポート天川　２階
○参加対象・・・生後４ヶ月〜幼稚園入園前までの親子
○内　　容・・・未定
○持 ち 物・・・タオル・お茶　等
　　　　※　詳しくは、後日送付します案内をご確認ください。

　臨床心理士による心の健康相談会を開催します。一人で抱えている悩みのある方、気持ちがすっきりとせず
不安のある方など、どなたでもお申込みいただけます。相談は無料で、個別相談となっておりますので、予約
制です。また、定員に達し次第受付を終了いたします。相談を希望される方は、下記までお申込みください。
　相談の内容などの秘密は、固く守られます。この機会をぜひご利用ください。

　これまで、任意予防接種であった水痘（水ぼうそう）ワクチンが10月１日から定期予防接種に加わることに
なりました。
　なお、接種対象になる方には実施日・実施時間等を個別でお知らせいたします。

　平成26年９月10日（水）奈良県庁において、平成
26年長寿と健康の祭典・表彰式が開催されました。
本年は、「老人福祉功労者」奈良県知事表彰に鶴岡壇
定さん（塩野）が、「優良老人クラブ表彰」奈良県老
人クラブ連合会長表彰に洞川西部老人クラブ（会長中
山十代一氏）が受賞されました。おめでとうございま
す。今後ますますのご活躍を期待いたします。

平成26年長寿と健康の祭典

検診や教室等の内容や申込み方法、その他、疑問な点やご不明な点につきましては、
ほほえみポート天川　保健師までお問い合わせ下さい。

連絡先　☎63−9110

☆10月１日〜水痘ワクチンの定期接種が始まります

☆心の健康相談会のご案内

開催日：10月29日（水）　　　　　会　場：ほほえみポート天川
内　容：個別相談（臨床心理士の先生お１人との相談となります。）

○接種回数　：　２回
○対象月齢　：　１回目　　生後12月～生後15月までの間
　　　　　　　　２回目　　１回目接種後６月～12月まで経過した時期
※なお、これまで任意で接種された回数も考慮して接種回数が決まります。
　また、過去に水痘にかかったことのあるお子さんはすでに免疫を持っている
　ので接種する必要はありません。
※�平成26年度のみ特例として３歳の誕生日当日～５歳の誕生日前日までの方も定期接種の対象と
することとしています。この場合は１回のみの接種となります。
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閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜3：30）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

 16 木   診察（松村医師）   診察（西尾医師）  不　燃

 17 金 診　　察 診　　察  燃　焼

 18 土 

 19 日 

 20 月 診　　察 診　　察  燃　焼

 21 火 診　　察 検 査 日  資源１

 22 水 診　　察 診　　察 うさちゃんくらぶ 

 23 木 休　　　　診    すこやか健診 資源２

 24 金 診　　察 診　　察  燃　焼

 25 土 

 26 日 

 27 月 診　　察 診　　察  燃　焼

 28 火 診　　察 検 査 日  資源１

 29 水 診　　察 診　　察 心の健康相談会 

 30 木 休　　診   診察（西尾医師）  不　燃

 31 金 診　　察 診　　察  燃　焼

脳トレーニング教室
運動機能向上教室10：30〜

粗　大
（予約）

脳トレーニング教室
運動機能向上教室10：30〜

脳トレーニング教室
運動機能向上教室10：30〜

粗　大
（予約）

　・ごみ収集　10月の予定表　　　 国保診療所・ほほえみポート天川

見える所に貼り、ご活用下さい。
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閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日　（体育の日）

　・ごみ収集　10月の予定表　　　 国保診療所・ほほえみポート天川

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜3：30）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

 １ 水 診　　察 診　　察  粗　大

 ２ 木   診察（松村医師）  診察（西尾医師）  不　燃

 ３ 金 診　　察 診　　察  燃　焼

 ４ 土 

 ５ 日 

 ６ 月 診　　察 診　　察  燃　焼

 ７ 火 診　　察 検 査 日  資源１

 ８ 水 診　　察 診　　察  

 ９ 木 休　　診   診察（西尾医師）  資源２

 10 金 休　　　　診  燃　焼

 11 土 

 12 日 

 13 月 

 14 火 診　　察 検 査 日  燃　焼

 15 水 診　　察 診　　察  資源１

＊医師が不在の時は、投薬できませんので、薬の切れる方は、早めに受診して下さい。

脳トレーニング教室
運動機能向上教室10：30〜

粗　大
（予約）

脳トレーニング教室
運動機能向上教室10：30〜



1�

行政相談所を開催します
　10月20日（月）から26日（日）までの１週間は行政相談週間です。
　登記、道路、郵便、年金、保険など、国や県・役場の仕事について、わからない
こと、困っていることがありましたら、行政相談委員が開催する行政相談所でお気
軽にお尋ねください。相談は無料で、秘密は厳守します。
＜行政相談委員が開催する巡回行政相談所＞
　　日　　　　時：10月21日（火）　午後１時30分〜午後４時
　　場　　　　所：ふるさとセンターつどい
　　相談のお相手：行政相談委員　中村　猛

　７月27日（日）洞川エコミュージアムセンターにおいて、平成26年度吉野郡青少年指導員連絡協
議会総会が開催されました。
　総会では、会長挨拶（大淀町・小西昇指導員）及び来賓祝辞（天川村・森田治秀総務課長）の後、
本村の石崎豊弥指導員が議長選出され議事進行をし、平成25年度の事業実施報告、会計報告、監査
報告（天川村・中山三智弘元指導員）並びに平成26
年度の活動方針、事業計画、予算案の議決が行われ
ました。
　その後の研修会では、森林インストラクター・森
林セラピストの資格を持つ本村の更谷隆彦指導員が
講師となり、「感性のスイッチＯＮ」と題したエコ
レクチャーを行いました。その後、現地視察に向か
い、面不動鍾乳洞やモノレールを見学し、とても有
意義な研修会となりました。
　そこで、研修会の一部をご紹介します。

～　エコレクチャー『感性のスイッチＯＮ』　～
　それは更谷家の夕食時、親子の会話から始まりました。
　父　・・・「アマゴは“どんぐり”から生まれるんやで」
　息子・・・「お父さんの言ってること意味不明？？？」
　そこで親子は始まりの一滴を探しに源流を遡っていきます。森の中を歩いていくうちに水の音
が聞こえ、大きな岩の間から水が湧き出す場所がありました。始まりの一滴です。その滴（しず
く）を息子は、いつまでも、いつまでも見つめ、何かを感じた様子。
　息子・・・「�お父さんの言ってる意味わかったで！どんぐりが実る豊かな森があるから、エサ

が豊富な豊かな川が育まれて、アマゴが育まれてるって事やなあ」。
　息子の感性のスイッチがＯＮになった瞬間です。
　更谷さんご夫婦は、子どもの答え探しに寄り添う親の姿勢が大切だと考えています。子どもは
不思議を見つけ、不思議の中から何かを発見します。答えは子どもの中にあるのです。大事なの
は、どんな時にでも子どもに寄り添い見守ってくれる親の存在と、自然をベースにした体験こそ
が子どもの感性を育てるのだと話されました。

困ったら 一人で悩まず 行政相談

吉野郡青少年指導員連絡協議会からお知らせ
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◇７月15日（火）草引き
　サツマイモを植えてから約２か月
経ち、天川小学校のみんながサツマ
イモの観察も兼ねて草引きに来てく
れました。
　暑い中、黙々と雑草を引いてきれ
いな畑になりました♪

◇８月18日（月）いよいよ「どろがわいも」植え開始！
　お盆も終わり、いよいよ「どろがわいも」の試験栽培が本格的にはじまりました！

１、�どろがわいもの植える準備をし
ます。

①耕しておいた畑を約60センチ間隔
で畝を作り、１畝に約40個のイモを
植えるように穴を掘っておきます。
②種イモの切り口に灰をつけて腐る
のを防ぎます。

２、イモ植え
　掘った穴に肥料を入れて植える壺植えとそうでない畝を
作って植えました。成長に違いがでるのか、楽しみです。
　全部で16畝、合計640個の種イモを植えました。
　天川は寒冷で春に植えるのが一般的ですが、今回は秋植
えでどれだけ成長して、収穫できるのか試験的に実施して
います。

天川村農業委員会だより
〜天川村特産物奨励事業〜 VOL.４
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夏休みこども木工教室を実施しました

選挙人名簿の登録について

　今年も毎年恒例の夏休みこども木工教室を８月
24日（日）に、天川村林業研究グループ主催のも
と、天川中学校の図工教室をお借りし、実施しま
した。
　参加者全員が木工教室の経験者で、さすがに工
具の扱いもお手の物！

　少しだけ、林研グループの皆さんや、お父さ
ん、お母さんに手伝ってもらいながら、みんな一
生懸命こだわりのある作品を仕上げました。

選挙人名簿　９月定時登録（平成26年９月２日）
　平成26年９月２日役場会議室において選挙管理委員会が開催され、選挙人名簿の定時登録が行われまし
た。
　今回の定時登録による選挙人名簿者数は次の表のとおりです。

男 女 合計

２６.６.２の選挙人名簿登録者数（選挙時登録） ６５４ ７７４ １，４２８

名簿抹消者数 １４ １２ ２６

名簿登録者数 ７ ３ １０

２６.９.２の選挙人名簿登録者数 ６４７ ７６５ １，４１２

天川こども会連絡協議会

たいへん
よくできました
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平
成
二
十
六
年
第
三
回
天
川
村
議
会
臨
時
会

が
、
八
月
八
日
に
招
集
さ
れ
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
期
に
つ
い
て
は
八
月
八
日
の
一
日
間
と
定

め
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

可
決
事
項

〜
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
〜

◇�

ふ
れ
あ
い
直
売
所
「
小
路
の
駅
て
ん
」
に
か
か

る
土
地
・
建
物
の
買
収
に
関
す
る
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

▽�

土
地
・
建
物
の
買
収
に
関
す
る
契
約
の
締
結
に

関
す
る
も
の
で
す
。

◇
今
西
議
員
の
質
疑

▽�

村
長
に
お
尋
ね
し
ま
す
。
こ
の
仮
契
約
に
対
し

て
契
約
不
履
行
に
な
っ
た
場
合
は
、
前
の
話
で

は
多
額
の
違
約
金
を
支
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な

く
な
る
と
思
う
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
こ
の

仮
契
約
書
を
み
る
限
り
そ
う
い
う
文
言
は
載
っ

て
お
り
ま
せ
ん
が
そ
れ
で
よ
ろ
し
い
の
で
し
ょ

う
か
？

◇
村
長
答
弁

▽�

本
契
約
に
お
き
ま
し
て
は
、
不
履
行
に
な
っ
た

場
合
の
違
約
金
等
々
の
条
項
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

の
で
、
そ
れ
は
発
生
し
な
い
と
理
解
し
て
お
り

ま
す
。

◇
今
西
議
員
の
質
疑

▽�

先
ほ
ど
よ
り
言
っ
て
お
り
ま
す
が
、
契
約
日
が

昨
日
の
八
月
七
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ

の
理
由
も
お
願
い
し
ま
す
。

◇
村
長
答
弁

▽�

八
月
四
日
の
臨
時
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
こ
の

契
約
に
伴
う
予
算
を
可
決
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
先
方
さ
ん
が
急
い
で
い
る
と
い
う
こ
と
も

あ
り
ま
し
て
、
四
日
か
五
日
に
は
契
約
さ
せ
て

い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
ち
ら
の
判
断
の
も
と
に

八
日
、
本
日
議
会
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
先
方
さ
ん
の
都
合
に

よ
り
、
先
日
七
日
に
契
約
の
締
結
の
日
に
ち
を

ず
ら
し
て
ほ
し
い
と
い
う
申
し
出
が
あ
り
ま
し

て
、
そ
の
と
お
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
来
で
し
た
ら
、
契
約
が
締
結
し
た
後
に
臨
時

議
会
を
お
願
い
す
る
の
が
本
意
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
本
件
に
関
し
ま
し
て
は
、
契
約
は
確
実

な
も
の
と
い
う
判
断
の
も
と
に
臨
時
会
を
招
集

し
た
と
い
う
こ
と
が
、
疑
問
と
し
て
今
西
議
員

さ
ん
の
質
問
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
先
ほ
ど
言
い
ま
し
た
よ
う
に
本
来
で
し
た

ら
、
契
約
締
結
後
に
臨
時
会
を
招
集
す
る
と
い

う
お
願
い
を
す
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
は
か
か
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
十
分
肝
に

銘
じ
て
行
政
を
執
行
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
ご
理
解
を
賜
り
た
く
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

◇
今
西
議
員
の
討
論

▽�

私
は
実
際
「
小
路
の
駅
て
ん
」
の
買
収
契
約
に

は
反
対
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

�　
八
月
四
日
の
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
「
小
路

の
駅
て
ん
」
の
用
地
・
建
物
の
購
入
に
つ
い
て

議
決
さ
れ
、
私
も
そ
の
折
は
賛
成
し
た
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
議
会
閉
会
後
に
お
い
て

「
み
ず
は
の
湯
」
の
一
部
改
装
工
事
に
つ
い

平
成
二
十
六
年
第
三
回
臨
時
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

て
、
業
者
の
立
会
も
な
く
竣
工
検
査
が
成
立
さ

れ
て
い
る
と
い
う
不
祥
事
が
発
覚
い
た
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
担
当
課
も
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
村
長
の
決
裁
も
な
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

�　
こ
の
よ
う
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
ず
さ
ん
な

業
務
を
行
っ
て
い
る
担
当
が
何
の
処
分
も
さ
れ

ず
、
現
体
制
の
ま
ま
で
村
長
の
指
示
に
よ
り
、

買
収
の
契
約
を
し
、
多
額
の
予
算
を
執
行
す
る

こ
と
に
疑
念
を
抱
か
ず
に
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。

よ
っ
て
わ
た
し
は
こ
の
採
決
に
は
反
対
の
意
を

表
明
い
た
し
ま
す
。

　

�　
ま
た
、
マ
ス
コ
ミ
等
で
毎
日
の
よ
う
に
地
方

議
会
の
資
質
が
問
わ
れ
て
い
る
中
、
こ
の
よ
う

な
不
祥
事
に
目
を
つ
ぶ
っ
て
い
て
は
、
私
た
ち

天
川
村
議
会
も
村
民
の
皆
さ
ん
の
信
任
に
応
え

ら
れ
ま
せ
ん
。
今
後
益
々
の
信
頼
を
得
る
た
め

に
も
議
員
の
皆
さ
ん
の
正
義
倫
理
に
期
待
す
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

◇
柿
坂
議
員
の
討
論

▽�

只
今
の
今
西
議
員
の
「
み
ず
は
の
湯
」
に
つ
い

て
の
論
議
は
全
く
私
も
同
感
で
ご
ざ
い
ま
す
。

職
員
の
自
覚
の
な
さ
、
責
任
の
な
さ
が
問
わ
れ

た
問
題
だ
と
本
当
に
残
念
に
思
う
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
�　

し
か
し
な
が
ら
、
「
小
路
の
駅
て
ん
」
の
用

地
は
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
と
お
り
、
村
の
玄
関

口
で
最
高
の
用
地
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
本

来
な
ら
ば
村
が
計
画
を
立
て
て
か
ら
の
購
入
を

図
る
の
が
筋
道
と
は
思
い
ま
す
が
、
今
回
急
を

要
し
た
こ
と
と
思
い
そ
の
旨
了
解
を
せ
ざ
る
を

得
な
い
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

�　
今
後
は
村
長
の
も
と
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て

こ
の
土
地
の
有
効
利
用
に
向
け
、
計
画
を
立
て

村
の
発
展
に
役
立
つ
よ
う
に
期
待
を
い
た
し
ま

し
て
賛
成
の
討
論
と
い
た
し
ま
す
。

◇
銭
谷
欣
吾
議
員
の
討
論

▽�

私
は
こ
の
案
件
に
関
し
ま
し
て
反
対
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

�　
四
日
に
予
算
可
決
い
た
し
ま
し
た
け
ど
も
、

そ
れ
か
ら
私
な
り
に
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
お
っ

た
訳
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

�　
こ
の
大
き
な
税
金
を
使
う
わ
け
で
あ
り
ま
す

か
ら
、
や
は
り
お
話
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う

に
、
重
要
な
場
所
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
や
は

り
事
業
を
す
る
限
り
に
お
い
て
は
、
現
状
を
認

識
し
て
み
る
と
、
非
常
に
大
変
な
状
況
に
な
る

よ
う
な
気
が
い
た
し
ま
す
。

　

�　
厳
し
い
状
況
の
中
か
ら
多
額
の
予
算
を
使
う

わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
や
は
り
そ
れ
な
り

の
計
画
を
提
示
し
て
い
た
だ
い
て
、
そ
れ
か
ら

考
え
る
べ
き
と
私
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
う

い
う
観
点
か
ら
反
対
い
た
し
ま
す
。

◇
堀
井
議
員
の
討
論

▽�

賛
成
の
立
場
か
ら
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

�　
い
ろ
い
ろ
先
ほ
ど
か
ら
、
反
対
の
者
、
賛
成

の
者
ご
意
見
等
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
い
ろ

い
ろ
職
員
の
不
備
ま
た
管
理
不
行
き
届
き
の
点

は
認
め
ざ
る
を
え
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
四
日
に
は

予
算
の
執
行
の
可
決
と
い
う
の
を
み
て
お
り
ま

す
。
そ
の
事
務
手
続
き
の
不
備
等
は
認
め
ら
れ

ま
す
け
れ
ど
も
、
今
後
こ
う
い
う
こ
と
の
な
い

よ
う
に
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
を
期
待
す

る
と
共
に
、
ま
た
村
長
以
下
管
理
職
一
丸
と
な

っ
て
、
職
員
の
士
気
向
上
等
を
含
め
て
頑
張
っ

て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
を
お
願
い
し
、
賛
成

の
討
論
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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法
務
省
で
は
、
昭
和
35
年
以
来
、
毎
年
10

月
１
日
か
ら
の
１
週
間
を
「
法
の
日
」
週
間

と
定
め
、
全
国
各
地
で
法
務
行
政
相
談
及
び

特
設
人
権
相
談
や
無
料
法
律
相
談
等
の
各
種

行
事
を
実
施
す
る
事
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

日
頃
お
悩
み
の
事
や
お
困
り
の
事
に
つ
い

て
お
気
軽
に
ご
相
談
頂
き
ま
す
よ
う
ご
案
内

申
し
上
げ
ま
す
。

「
法
の
日
」
週
間
行
事

１　
法
務
行
政
相
談
及
び
人
権
相
談

　
　
（
担
当　
奈
良
地
方
法
務
局
）

場
所

　

奈
良
地
方
法
務
局

・
法
務
行
政
相
談

　

☎
０
７
４
２
︱
23
︱
５
５
３
４

・
人
権
相
談

　

☎
０
７
４
２
︱
23
︱
５
４
５
７

　

奈
良
地
方
法
務
局
葛
城
支
局

　

☎
０
７
４
５
︱
52
︱
４
９
４
１

　

奈
良
地
方
法
務
局
桜
井
支
局

　

☎
０
７
４
４
︱
42
︱
２
８
９
６

　

奈
良
地
方
法
務
局
五
條
支
局

　

☎
０
７
４
７
︱
22
︱
２
４
８
４

日
時

　

10
月
１
日（
月
）
〜
10
月
７
日（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　

（
土
曜
日
・
日
曜
日
は
除
く
）

２　
特
設
人
権
相
談
所

　

香
芝
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

10
月
１
日（
水
）
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　

菟
田
野
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

　

10
月
１
日（
水
）
午
前
９
時
〜
12
時

　

御
所
市
人
権
セ
ン
タ
ー

　

10
月
２
日（
木
）
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

　

五
條
市
立
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

10
月
２
日（
木
）
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

　
下
市
町
交
流
セ
ン
タ
ー
（
ご
ん
た
く
ん
の
家
）

　

10
月
２
日（
木
）
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

　

奈
良
市
役
所
市
民
相
談
室

　

10
月
３
日（
金
）
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

　

�

橿
原
市
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー�

か
し
は
ら

ナ
ビ
プ
ラ
ザ�
４
Ｆ

　

10
月
３
日（
金
）
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

　

天
理
市
役
所
市
民
相
談
室

　

10
月
６
日（
月
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

川
西
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　

10
月
７
日（
火
）
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

　

三
郷
町
役
場
住
民
相
談
室

　

10
月
７
日（
火
）
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

お
問
い
合
わ
せ
先

　

奈
良
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

☎
０
７
４
２
︱
23
︱
５
４
５
７

３　
無
料
調
定
相
談
所

　
　
（
担
当　
奈
良
県
調
定
協
会
）

場
所

　

橿
原
市
中
央
公
民
館

　

香
芝
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

高
田
消
防
署

　

10
月
２
日（
木
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

奈
良
フ
ァ
ミ
リ
ー
ら
く
だ
広
場
（
奈
良
市
）

　

10
月
２
日（
木
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

　

五
條
市
中
央
公
民
館

　

10
月
２
日（
木
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

大
淀
町
中
央
公
民
館

　

吉
野
町
中
央
公
民
館

　

10
月
３
日（
金
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

生
駒
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

　

10
月
７
日（
火
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

宇
陀
市
農
林
会
館

　

大
宇
陀
地
域
事
務
所

　

10
月
７
日（
火
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

奈
良
簡
易
裁
判
所

　

☎
０
７
４
２
︱
26
︱
１
２
７
１

４　
無
料
法
律
相
談

　
　
（
担
当　
奈
良
弁
護
士
会
）

　

経
済
会
館
（
大
和
高
田
）

　

10
月
６
日（
月
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
12
時

　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

　

弁
護
士
会
館
（
奈
良
市
）

　

10
月
８
日（
水
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
12
時

　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

お
問
い
合
わ
せ
先　
奈
良
弁
護
士
会

　

☎
０
７
４
２
︱
22
︱
２
０
３
５

国
民
年
金
こ
ん
な
と
き
は
届
出
を

日
本
年
金
機
構
・
天
川
村

こんなとき 届　出　先

現在第１号
被保険者の方 

住所や氏名が変わった付加年金
に加入したい 市（区）役所または町村役場

年金手帳を紛失した保険料免除
等の申請をしたい

市（区）役所または町村役場
年金事務所

納付書を紛失した前納の納付書
がほしい 年金事務所

口座振替の申し込みをしたい 金融機関または年金事務所
現在第２号

被保険者の方 
住所や氏名が変わった お勤め先
年金手帳を紛失した お勤め先または年金事務所

現在第３号
被保険者の方 

住所や氏名が変わった 配偶者のお勤め先
年金手帳を紛失した 年金事務所

共　　　通 国民年金保険料の追納の申し込
みをしたい 年金事務所

第
55
回
「
法
の
日
」

週
間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
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I N F O R M A T I O N

　
大
切
な
契
約
や
遺
言
は
公
証
役
場
で

遺
言
と
任
意
後
見
で
老
後
の
安
心
設
計
を
! !

　

遺
言
を
残
し
た
り
、
土
地
・
建
物
や
金
銭
の

賃
借
、
離
婚
に
伴
う
養
育
費
、
慰
謝
料
な
ど
に

つ
い
て
契
約
書
を
作
成
し
て
も
、
内
容
が
不
明

確
で
あ
る
、
要
件
を
欠
い
て
い
る
事
に
よ
り
紛

争
に
な
る
事
が
多
い
で
す
。
そ
の
よ
う
な
場
合

に
は
こ
れ
ら
の
書
類
を
公
正
証
書
に
し
て
お
く

と
安
心
で
す
。
特
に
、
金
銭
の
賃
借
や
養
育
費

の
支
払
い
等
で
は
公
正
証
書
に
す
れ
ば
裁
判
を

せ
ず
に
強
制
執
行
手
続
き
に
移
行
で
き
る
と
い

う
強
力
な
効
力
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
最
近
で

は
遺
言
や
任
意
後
見
契
約
の
公
正
証
書
を
作
成

す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

公
正
証
書
作
成
に
関
し
て
の
ご
相
談
は
無

料
で
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
い
つ
で
も
お

気
軽
に
次
の
公
証
役
場
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

相�

談
日　
毎
週
月
〜
金
曜
日
ま
で
（
祝
日
は

除
く
）

時　
間　
午
前
９
時
〜
12
時
ま
で

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分
ま
で

場
所
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

奈
良
合
同
公
証
役
場

　

〒
６
３
０
︱
８
２
５
３

　

奈
良
市
内
侍
原
町
６　

奈
良
林
業
会
館
３
階

　

☎
０
７
４
２
︱
22
︱
２
９
６
６

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
４
２
︱
22
︱
３
０
７
５

　

高
田
公
証
役
場

　

大
和
高
田
市
大
中
98　

お
が
わ
ビ
ル
２
階

　

（
大
和
高
田
市
役
所
東
隣
）

　

☎
０
７
４
５
︱
22
︱
７
１
６
６

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
４
５
︱
22
︱
１
２
５
４

　

�　
な
お
、
日
本
公
証
連
合
会
で
は
、
公
証

週
間
中
の
10
月
１
日
（
水
）
か
ら
10
月
７

日
（
火
）
ま
で
の
土
日
を
含
む
毎
日
、
次

の
電
話
番
号
・
受
付
に
よ
る
「
電
話
相

談
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用

下
さ
い
。

　

☎
０
３
︱
３
５
０
２
︱
８
２
３
９

受
付
時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

〈
北
部
会
場
〉

日
時　
10
月
５
日
（
日
）

　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　
奈
良
市
法
蓮
町
７
５
７

　

奈
良
県
奈
良
総
合
庁
舎
内
会
議
室

〈
南
部
会
場
〉

日
時　
10
月
18
日
（
土
）

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　
大
和
高
田
市
大
中
98
︱
４

　

奈
良
県
高
田
総
合
庁
舎
内
会
議
室

概�

要　
労
働
者
側
、
使
用
者
側
と
中
立
の
立

場
の
３
名
の
労
働
委
員
会
委
員
が
相
談
員

と
な
っ
て
、
労
働
条
件
そ
の
他
労
働
関
係

に
関
す
る
相
談
（
募
集
や
採
用
な
ど
の
相

談
は
除
外
）
を
お
受
け
し
ま
す
。
一
人
30

分
程
度
で
す
。

費
用　
無
料

対�

象　
県
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
労
働
者
及

び
事
業
主

お
申
し
込
み
先

　

�

両
会
場
と
も
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
下

記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

奈
良
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
７
４
２
︱
20
︱
４
４
３
１

　
11
月
９
日
〜
11
月
15
日

　
秋
季
火
災
予
防
運
動
実
施

　

統
一
標
語　

「
も
う
い
い
か
い　

火
を
消

す
ま
で
は　

ま
あ
だ
だ
よ
」

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
を
迎
え
ま
す

の
で
、
火
気
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・�

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
物
か
ら
離
れ

た
位
置
で
使
用
す
る
。

・�

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き

は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

・�
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災

警
報
機
な
ど
を
設
置
す
る
。

・�

道
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め

に
、
防
炎
製
品
な
ど
を
使
用
す
る
。

・�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
、
住
宅

用
消
火
器
な
ど
を
備
え
る
。

・�

お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た

め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

　
火
災
・
救
急
は
１
１
９

　
付
い
て
ま
す
か
？
住
宅
用
火
災
警
報

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合

　

下
市
消
防
署
天
川
分
署

　

同
和
問
題
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
問

題
を
イ
ベ
ン
ト
や
資
料
展
示
等
を
通
じ
て
考

え
る
催
し
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

主�

催　
な
ら
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
実
行
委
員
会

日
時　
平
成
26
年
10
月
25
日
（
土
）

��

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

場
所　
広
陵
中
央
公
民
館
及
び
そ
の
周
辺

　

（
広
陵
町
笠
３
８
２
番
地
１
）

内
容　
屋
内

午
前

　

〇
開
会
式

　

〇�

地
元
園
児
に
よ
る

　
　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

午
後

　

〇�

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
「
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
」

ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト

屋
外
（
広
陵
中
央
公
民
館
駐
車
場
）

　

〇�

地
元
中
学
生
に
よ
る
演
奏
、
和
太
鼓
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
等

　

〇
ゆ
る
キ
ャ
ラ
巡
回

　
　

�

展
示
等
（
広
陵
中
央
公
民
館　

か
ぐ
や

姫
ホ
ー
ル
）

　
　

�

啓
発
パ
ネ
ル
・
ポ
ス
タ
ー
等
資
料　
　

展
示
、
啓
発
グ
ッ
ズ
展
示
等

住
宅
防
火　
い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　
�

10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は

　

「
公
証
週
間
」
で
す
。

　

�

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
�

ご
存
じ
で
す
か
？
労
働
委
員
会

　
〜
労
働
委
員
会
に
よ
る
労
働
相
談
会
〜

　

�

第
20
回　

な
ら
・

　

ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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お し ら せ

模
擬
店
（
広
陵
中
央
公
民
館
駐
車
場
）

物�
産
展　
各
市
町
村
、
関
係
団
体
等
か
ら
の

出
展
に
よ
る
模
擬
店
・
物
産
店

　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

※�

ご
来
場
の
際
は
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用

下
さ
い
。

　

�

（
Ｊ
Ｒ
高
田
駅
・
近
鉄
大
和
高
田
駅
と
会
場

の
間
を
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
運
行
し
ま
す
。
）

※�

入
場
は
無
料
で
す
。
（
手
話
通
訳
・
要
約

筆
記
も
あ
り
ま
す
。
）

お
問
い
合
わ
せ
先

•
�

天
川
村
住
民
課
内　

人
権
・
同
和
問
題
啓

発
活
動
推
進
本
部
事
務
局

　
☎
０
７
４
７
︱
63
︱
０
３
２
１
（
内
１
６
０
）

•
�

な
ら
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実

行
委
員
会
事
務
局

　

（
奈
良
県
く
ら
し
創
造
部
人
権
施
策
課

　

☎
０
７
４
２
︱
27
︱
８
７
１
９
）

　

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
な
お
、
健
康

相
談
は
無
料
相
談
の
み
で
、
診
療
・
検
査
等

は
行
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

精
神
科
に
関
す
る
健
康
相
談
（
精
神
神
経
科
部
会
）

　

10
月
10
日
（
金
）
午
後
１
時
〜
午
後
２
時

目
の
健
康
相
談
（
眼
科
医
会
）

　

10
月
14
日
（
火
）
午
後
２
時
〜
午
後
３
時

　
　
　

予
約
不
要

整
形
外
科
に
関
す
る
健
康
相
談
（
整
形
外
科
部
会
）

　

10
月
21
日
（
火
）
午
後
２
時
〜
午
後
３
時

受
付
締
切　
10
月
20
日
（
月
）

内
科
疾
患
に
関
す
る
健
康
相
談
（
内
科
部
会
）

　

10
月
30
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
午
後
３
時

場�

所
：
奈
良
県
医
師
会
館
・
１
階　

県
民
健

康
サ
ー
ビ
ス
室
（
近
鉄
大
和
八
木
駅
か
ら

北
へ
徒
歩
７
分
）

連
絡
先
：
〒
６
３
４
︱
８
５
０
２

　

橿
原
市
内
膳
町
５
︱
５
︱
８

　

奈
良
県
医
師
会
各
主
催
部
会

　

☎
０
７
４
４
︱
22
︱
８
５
０
２

　

農
林
水
産
省
で
は
、
広
く
国
民
の
皆
様
か

ら
食
品
の
偽
装
表
示
や
不
審
な
食
品
表
示
に

関
す
る
情
報
、
お
問
い
合
わ
せ
な
ど
を
受
け
付

け
る
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

食
品
表
示
１
１
０
番
（
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

☎
０
７
４
２
︱
32
︱
１
８
７
３

受
付
時
間
：
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　

�

（
12
時
〜
13
時
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
及

び
年
末
年
始
を
除
く
）

　

近
畿
農
政
局　

奈
良
地
域
セ
ン
タ
ー

　

ま
た
、
食
品
表
示
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
み
な
さ
ん
が
催
さ
れ
る
勉
強
会
や
講

習
会
等
へ
担
当
職
員
の
派
遣
を
行
っ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
林
水
産
省　

近
畿
農
政
局

予
約
必
要

予
約
必
要

予
約
必
要

　

�

奈
良
県
医
師
会
の
学
術
部
会
が

行
な
う
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

　
�

食
品
表
示
１
１
０
番

地域福祉ボランティア基金
金、２００，０００円
塩野　植村　悦子  様

（亡夫、久継様ご供養として）

ありがとうございました

地域福祉ボランティア基金
金、１００，０００円
洞川　岡村　帛代  様

（亡夫、正様ご供養として）

ありがとうございました

① ② ③ ④

地域福祉ボランティア基金
金、２００，０００円

中谷　大山　敬  様
（亡父、源吾様ご供養として）

ありがとうございました



1�

　毎年恒例の天川中学校音楽部演奏交流
会。本年度は、幼稚園耐震工事中のため
天川中学校体育館で実施しました。
　最初は、園児たちがよく知っている手
遊びから始まり、楽器紹介や楽器体験、
そして大会への出場曲演奏と、あっとい
う間の一時間でした。５人の音楽部員の
気持ちの合った演奏や楽しい触れ合い
に、子どもたちも終始笑顔でした。

夏季休業中預かり保育

　昨年度、子育て支援の取り組みの
一環として試行的に始めた夏季休業
中預かり保育ですが、本年度も希望
者のみ夏休みの前半４日間と後半４
日間実施しました。保育は、預かり
保育担当職員があたり、お弁当を持
っての登園です。家庭的な雰囲気の
中で、暑い夏を友だちと一緒に幼稚
園で過ごしました。

幼稚園だより

天中音楽部との演奏交流会

楽器体験では、いろいろな楽器に触れさせてもらったよ！パンダ　ウサギ　コアラ！
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10
月
13
日
は
体
育
の
日
で
、
村
内
で
も
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

堀
井
会
長
は
、
体
育
協
会
の
活
動
は
村
民
み
ん
な
で
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
を
定
着
さ
せ

る
事
だ
と
考
え
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
今

や
村
民
さ
ん
の
日
課
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
的
に
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を

行
う
人
が
増
え
て
い
る
事
か
ら
も
、
体
協
の
活
動
は
そ
の
先
駆
け
で
あ
っ
た
と
も
い

え
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
の
天
川
人
で
は
体
協
の
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
に
て
活

躍
を
さ
れ
て
い
る
堀
井
孝
眞
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

天
川
村
体
育
協
会
会
長

堀ほ
り　

井い　

孝た
か　

眞ま
さ 

さ
ん

天
川
村
体
育
協
会
の
歩
み

　

体
協
は
一
時
な
く
な
っ
た
が
、
体
協
が
な
い
の
は
村
の
活
性
化
に
お
い
て
好
ま
し
く
な
い
と
解
散
前
の
メ
ン
バ
ー
や
役
場
職

員
が
集
ま
り
、
現
在
の
体
育
協
会
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
村
民
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
始
ま
っ

た
。
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、
始
め
た
時
か
ら
60
名
近
く
の
参
加
者
が
あ
り
、
最
多
の
時
期
に
は
１
２
０
名
近
く
集
ま
っ
た
。
そ

し
て
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
を
設
立
し
て
吉
野
郡
の
大
会
に
出
場
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
村
内
で
の
定
着

に
成
功
し
た
例
と
言
え
、
体
協
の
活
動
で
一
番
の
成
果
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

体
育
協
会
の
抱
え
る
問
題

　

過
疎
化
、
高
齢
化
に
よ
り
体
協
役
員
に
な
っ
て
く
れ
る
若
い
人
材
の
確
保
に
悩
ん
で
い
る
。
若
い
人
材
を
確
保
し
た
い
が
、

子
ど
も
が
習
い
事
や
他
市
町
村
の
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
に
入
っ
て
活
動
す
る
等
、
子
ど
も
の
世
話
で
忙
し
く
、
な
か
な
か
役
員
に

な
れ
る
人
は
い
な
い
。
そ
れ
た
め
、
こ
れ
か
ら
い
か
に
若
い
人
材
を
確
保
し
、
引
き
継

ぎ
を
行
っ
て
い
く
か
と
い
う
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
活
動
に
つ
い
て

　

新
し
い
事
業
を
考
え
て
は
い
る
が
、
な
か
な
か
実
行
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

私
自
身
野
球
が
好
き
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
年
齢
層
が
高
い
た

め
、
走
っ
た
り
す
る
激
し
い
ス
ポ
ー
ツ
は
怪
我
の
事
を
考
え
る
と
行
え
な
い
。
そ
こ
で
、
タ

ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
と
い
う
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
の
羽
の
よ
う
な
も
の
を

打
つ
競
技
が
あ
り
ゴ
ル
フ
の
要
領
で
楽
し
め
る
の
で
、
こ
の
大
会
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い

る
。
そ
し
て
、
老
若
男
女
関
係
な
く
楽
し
め
る
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
も
し
っ
か
り
と
続
け
て
い

き
、
村
民
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

郡民体育大会春季大会（Ｈ26）
ボウリングの部　第2位


